
くり

１ 調査基準

（１）樹性、樹体生育

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

樹齢 接木後の生育シーズンの数。接木（切接）当年を１ A 計数 年生 1

年生とする。

供試樹数 データの対象になった樹数 A 計数 樹数 1

樹姿 樹冠の高さと幅の比率、枝幹の発生角度、伸張方向 B 観察 1 1

などを参考に観察により判定

1 2 3 4 5

開帳 やや開帳 中間 やや直立 直立

（2：オータムポロン 3：オータムコロン）

樹勢 枝幹や新梢の長さ、太さ、発生状態を参考に観察に B 観察 1 1

より判定

1 2 3 4 5

弱 やや弱 中 やや強 強

（3:伊吹 5:オータムポロン、オータムコロン）

幹周 地面から20cmの高さの部位を測定 A 測定 cm 0.1 0.1

樹高 地上から樹体の最高部までの高さ A 測定 m 0.1 0.1

樹幅 列間および樹間方向から樹体の枝先から枝先までの A 測定 m 0.1 0.1

最も広い部分を測定

（樹幅（列間）＋樹幅（樹間））／２

（２）生態、収穫期

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

展葉期 充実した前年枝のうち、先端の芽の第１葉が展葉し B 観察 月日 1 1

た枝が２０％に達した日

開花期 開花始 ２０％の雄花穂が開花を始めた日 A 観察 月日 1 1

（雄花） 満開期 ８０％の雄花穂が満開になった日 B 観察 月日 1 1

落花期 ８０％の雄花穂が褐変または落下した日 C 観察 月日 1 1

開花期 開花始 中心の小花の柱頭が開き始めた雌花が２０％に達し C 観察 月日 1 1

（雌花） た日

満開期 ３小花とも満開の雌花が８０％に達した日 C 観察 月日 1 1

収穫期 始 連続して収穫を始めた最初の日 A 観察 月日 1 1

盛 最高収穫量の日 A 観察 月日 1 1

終 最後の収穫日 A 観察 月日 1 1

落葉期 ７０～８０％が落葉した日 B 観察 月日 1 1



（３）収量

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

１樹あたり果数 １樹あたりの果実の数 B 計数 個 1 1

１樹あたり収量 当年の収量：果実（クリの実）の重量。しいな、病 A 測定 kg 0.1 0.1

虫害果は除く。

累年の収量：毎年の収量の累計 A 算出 kg 0.1 1

１樹あたりきゅう １樹あたりのきゅう果の数。果実生産に関与しない C 計数 個 1 1

果（いが）数 早期落きゅう果は除く。

きゅう果あたりの 果実数／きゅう果数 C 算出 個 0.01 0.01

果数

（４）果実特性

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

１果平均重 (1)収量／果数 B 算出 g 0.1 0.1

(2)果実１００個以上をランダムにサンプリングして A 測定 g 0.1 0.1

算出

粒の揃い 果実５０個の大きさ、形状の斉一度 B 観察 1 1

1 2 3 4 5

不良 やや不良 中 やや良 良

（3:オータムポロン、オータムコロン）

ふた子果率 果実５０個以上をランダムにサンプリングして調査 A 計数 % 1 1

裂果率 (1)裂果した果実の全果実に対する割合。裂果とは座 B 計数 % 1 1

裂果、果頂裂果を含む鬼皮の裂開。

(2)果実１００個以上をランダムにサンプリングして A 計数 % 1 1

裂果発生率を調査

比重 果実５０個の比重。測定方法は５０果の重量を計り B 測定 0.01 0.01

加えて水中での５０果の重量を計って、両者の差か

ら浮力を求める。浮力は体積に相当するので、重量

を体積で除して比重を求める

果実品質 果実を蒸すか、ゆでて、官能試験により判定 官能 1 1

(1)肉質 1 2 3 4 5 C

粘質 やや粘質 中 やや粉質 粉質

（4:銀太郎 5:オータムポロン オータムコロン）

(2)甘み 1 2 3 4 5 C

少 やや少 中 やや多 多

（3:オータムポロン オータムコロン）

(3)香気 1 2 3 4 5 C

少 やや少 中 やや多 多

（3:オータムポロン オータムコロン）

(4)食味 1 2 3 4 5 B

不良 やや不良 中 やや良 良

（3:銀太郎 4:オータムポロン 5:オータムコロン）



（５）病虫害および障害

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

クリタマバチの被 (1)被害程度別の発生頻度。発芽展葉期に観察により B 観察

害程度 以下の基準で判定し、調査個体数と被害程度別の個

体数を示す

0:虫えいの着生を認めない

1:弱小枝などにわずかに着生する

2:全体に虫えいが目立つが、結果母枝上位の芽に

は着生を認めない

3:結果母枝上位の芽にも着生を認める

4:ほぼ全芽に虫えい着生を認める

(2)被害芽率。樹冠上部の結果母枝（１０本以上、成 C 計数 % 1 1

木では３０本）を選び、発芽した全芽数に対する虫

えい形成芽の割合を示す。

その他の病虫害 特異的に発生した病害虫名とその被害程度を記載 B 観察

凍害の発生程度 (1)発生程度別の頻度。発芽展葉期に観察により以下 A 観察

の基準で判定し、調査個体数と発生程度別の個体数

を示す。

0:発生なし

1:枝梢の先端がわずかに枯れた状態

2:枝梢がかなり凍害を受けた状態

3:主幹まで凍害が及んだ状態

4:枯死

(2)凍害発生程度。以下の計算式に基づき算出。 A 算出 1 1

凍害発生程度＝Σ（基準×当該樹数）×１００／調

査樹数×４

その他の障害 特異的に発生した障害とその程度を記載 B 観察

（６）その他

最小桁

項目 調査基準 ﾗﾝｸ 調査 単位 調査 平均

特記事項 調査項目以外で特に気がついた事項を記載する C

評定 総合的に評価し、判定する。 A

◎：優良、○：有望、△：不明、×：見込みなし

２．とりまとめ様式（くり）

（１）樹性、樹体生育

Ｎｏ 品種名 樹齢 供試樹 樹性(1-5) 樹体生育

（区別） 数 樹姿 樹勢 幹周 樹高 樹幅

(年生) (樹) (cm) (m) (m)

１

２

３

４



（２）生態、収穫期、収量、

Ｎｏ 品種名 生態（月日） 収穫期(月日) １樹あ １樹あたり収量

（区別） 雄花 雄花 たり果 (kg)

展葉期 開花始 満開期 落葉期 始 盛 終 数(個) 当年 累年

１

２

３

４

（３）果実特性

Ｎｏ 品種名 １果平 粒の揃 ふた子 裂果率 比重 果実品質(1-5)

（区別） 均重 い 果率

(g) (1-5) (%) (%) 肉質 甘み 香気 食味

１

２

３

４

（４）病害虫、障害、その他

Ｎｏ 品種名 クリタマバチの 凍害の発生程度 特記事項 評定

（区別） 被害害程度

１

２

３

４


